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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を走査することにより被写体の画像を生成する走査内視鏡装置であって、
　長手軸に沿って延設される光ファイバーであって、基端側ファイバー部と、前記基端側
ファイバー部より先端方向側に位置する先端側ファイバー部と、を備え、前記基端側ファ
イバー部から前記先端側ファイバー部に導光された照射光を先端から出射する光ファイバ
ーと、　
　前記光ファイバーの前記先端から出射された前記照射光が前記被写体に集光する状態に
配置されるレンズ光学系と、
　前記基端側ファイバー部より前記先端方向側に位置し、前記長手軸に対して垂直な略平
面上を前記光ファイバーの前記先端が移動する状態に前記先端側ファイバー部を駆動する
アクチュエータ部と、
　前記光ファイバーの外周方向側に設けられる外皮チューブと、
　径方向について前記基端側ファイバー部と前記外皮チューブとの間に充填される黒色の
充填部材を備え、ある１つの方向へ指向性を有するビーム光を吸収する光吸収部と、
　前記径方向について前記基端側ファイバー部と前記外皮チューブとの間に設けられ、前
記ビーム光を散乱する光散乱部と、
　を具備する走査内視鏡装置。
【請求項２】
　前記充填部材は、前記アクチュエータ部より基端方向側の部位に充填されている、請求
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項１の走査内視鏡装置。
【請求項３】
　前記光散乱部は、前記充填部材に含有される粉状の反射部材を備える、請求項１の走査
内視鏡装置。
【請求項４】
　前記径方向について前記光ファイバーと前記チューブとの間に前記長手軸に沿って延設
され、前記被写体での前記照射光の集光位置から反射する反射光を経時的に受光するライ
トガイドであって、受光した前記反射光を前記先端方向から基端方向に導光するライトガ
イドをさらに具備する、請求項１の走査内視鏡装置。
【請求項５】
　前記光散乱部は、前記ライトガイドの外表面に凸凹状に形成され、前記ビーム光を乱反
射させる凸凹表面部を備える、請求項４の走査内視鏡装置。
【請求項６】
　前記基端側ファイバー部を囲む状態で前記基端側ファイバー部の前記外周方向側に設け
られ、前記基端側ファイバー部の径方向への移動範囲を規制する移動規制部をさらに具備
する、請求項１の走査内視鏡装置。
【請求項７】
　前記径方向について前記基端側ファイバー部と前記外皮チューブとの間に前記長手軸に
沿ってそれぞれが延設され、前記アクチュエータ部に電流を供給する複数の電気配線をさ
らに具備し、
　前記移動規制部は、前記電気配線によって前記基端側ファイバー部を囲むことにより形
成され、前記基端側ファイバー部の前記電気配線より前記外周方向側への移動を規制する
、
　請求項６の走査内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体を走査することにより被写体の画像を生成する走査内視鏡装置に関す
る。また、走査内視鏡装置においてビーム光の指向性を低減する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、被写体を走査することにより被写体の画像を生成する走査内視鏡装置
が開示されている。この走査内視鏡装置では、光生成部から導光された照射光が光ファイ
バーの先端から出射され、出射された照射光がレンズ光学系により被写体に集光される。
光ファイバーは、先端が位置する先端側ファイバー部と、先端側ファイバー部より基端方
向側に位置する基端側ファイバー部と、を備える。また、走査内視鏡装置には、基端側フ
ァイバー部より先端方向側に位置するアクチュエータ部が、設けられている。アクチュエ
ータ部に駆動電流が供給されることにより、先端側ファイバー部が駆動され、長手軸に垂
直な略平面上を光ファイバーの先端が移動する。これにより、光ファイバーの先端の位置
が経時的に変化し、被写体でのレンズ光学系による照射光の集光位置が経時的に変化する
。また、走査内視鏡装置では、被写体の集光位置から反射する反射光を経時的に受光する
ライトガイドが、設けられている。ライトガイドによって受光した反射光は光検出部に導
光され、光検出部により、反射光の種類及び強度が経時的に検出される。以上のようにし
て、走査内視鏡装置では、被写体の走査（scanning）が行われる。そして、光検出部での
検出結果に基づいて、画像処理回路等の画像処理部で被写体の画像が生成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００３－５３５６５９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記特許文献１のような走査内視鏡装置の使用時には、光ファイバーの基端側ファイバ
ー部が破損することがある。この場合、基端側ファイバー部の破損箇所から、照射光があ
る１つの方向へ指向性を有するビーム光として出射される。基端側ファイバー部はアクチ
ュエータ部より基端方向側に位置する。このため、基端側ファイバー部の外周方向側には
、ライトガイド、電気配線、及び、外皮チューブのみが位置し、アクチュエータ部を収容
する接続部材、レンズ光学系が取付けられるレンズ枠等の光透過性の低い部材は位置して
いない。このため、１つの方向へ指向性を有する高強度のビーム光が、散乱することなく
外皮チューブに到達することがある。また、走査内視鏡装置の挿入部は細径であるため、
外皮チューブの肉厚は薄い。このため、外皮チューブに到達したビーム光は、指向性がほ
とんど低減することなく外皮チューブを透過し、高強度のビーム光が外皮チューブの外周
方向側に出射されてしまう。
【０００５】
　基端側ファイバー部が破損した場合、被写体の走査が適切に行われず、被写体の画像が
生成されない。しかし、例えば、被写体の位置がライトガイドの先端から遠く、被写体か
らの反射光がライトガイドによって受光されない場合も、被写体の画像が生成されない。
したがって、被写体の走査における作業性の観点から、被写体の画像の生成の有無のみに
基づいて、光生成部から光ファイバーへの照射光の供給を停止することは好ましくない。
【０００６】
　また、外皮チューブの肉厚を厚くすることにより、外皮チューブにおいてビーム光の透
過性は低下する。しかし、外皮チューブの肉厚が厚くなることにより、挿入部が太径化し
てしまう。これにより、挿入部の挿入性が低下してしまう。
【０００７】
　本発明は前記課題に着目してなされたものであり、その目的とするところは、外皮チュ
ーブの肉厚を厚くすることなく、基端側ファイバー部から出射されるビーム光の指向性が
有効に低減される走査内視鏡装置を提供することにある。また、その走査内視鏡装置にお
いてビーム光の指向性を低減する方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するため、本発明のある態様は、被写体を走査することにより被写体の
画像を生成する走査内視鏡装置であって、長手軸に沿って延設される光ファイバーであっ
て、基端側ファイバー部と、前記基端側ファイバー部より先端方向側に位置する先端側フ
ァイバー部と、を備え、前記基端側ファイバー部から前記先端側ファイバー部に導光され
た照射光を先端から出射する光ファイバーと、前記光ファイバーの前記先端から出射され
た前記照射光が前記被写体に集光する状態に配置されるレンズ光学系と、前記基端側ファ
イバー部より前記先端方向側に位置し、前記長手軸に対して垂直な略平面上を前記光ファ
イバーの前記先端が移動する状態に前記先端側ファイバー部を駆動するアクチュエータ部
と、前記光ファイバーの外周方向側に設けられる外皮チューブと、径方向について前記基
端側ファイバー部と前記外皮チューブとの間に充填される黒色の充填部材を備え、ある１
つの方向へ指向性を有するビーム光を吸収する光吸収部と、前記径方向について前記基端
側ファイバー部と前記外皮チューブとの間に設けられ、前記ビーム光を散乱する光散乱部
と、を備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、外皮チューブの肉厚を厚くすることなく、基端側ファイバー部から出
射されるビーム光の指向性が有効に低減される走査内視鏡装置を提供することができる。
また、その走査内視鏡装置においてビーム光の指向性を低減する方法を提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
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【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る走査内視鏡装置を示す概略図。
【図２】第１の実施形態に係る走査内視鏡装置を概略的に示すブロック図。
【図３】第１の実施形態に係る走査内視鏡の挿入部の先端部の構成を概略的に示す断面図
。
【図４】第１の実施形態に係る走査内視鏡の挿入部において、アクチュエータ部より基端
方向側の部位の構成を概略的に示す断面図。
【図５】図３のＶ－Ｖ線断面図。
【図６】第１の実施形態に係る走査内視鏡装置を用いて被写体を走査する際の、光ファイ
バーの先端の移動状態のある一例を示す概略図。
【図７】図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線断面図。
【図８】第１の実施形態に係る走査内視鏡装置の挿入部の製造方法を示す概略図。
【図９】第１の変形例に係る挿入部の基端側ファイバー部を通る、長手軸に垂直な断面を
概略的に示す断面図。
【図１０】第２の実施形態に係る走査内視鏡装置のある１つのライトガイドの構成を概略
的に示す断面図。
【図１１】第２の実施形態に係る走査内視鏡装置のライトガイドの凸凹表面部の作用を説
明する概略図。
【図１２】第２の変形例に係る挿入部の基端側ファイバー部を通る、長手軸に垂直な断面
を概略的に示す断面図。
【図１３】第３の変形例に係る走査内視鏡の挿入部において、アクチュエータ部より基端
方向側の部位の構成を概略的に示す断面図。
【図１４】第３の実施形態に係る挿入部の基端側ファイバー部を通る、長手軸に垂直な断
面を概略的に示す断面図。
【図１５】第１の参照例に係る挿入部のアクチュエータ部の近傍の構成を概略的に示す断
面図。
【図１６】図１５の１６－１６線断面図。
【図１７】第２の参照例に係る挿入部のアクチュエータ部の近傍の構成を概略的に示す断
面図。
【図１８】図１７の１８－１８線断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　（第１の実施形態）　
　本発明の第１の実施形態について、図１乃至図８を参照して説明する。
【００１３】
　図１及び図２は、本実施形態の走査内視鏡装置１を示す図である。走査内視鏡装置１は
、被写体を走査し、被写体の画像を生成する。走査内視鏡装置１は、長手軸Ｃを有する。
長手軸Ｃに平行な方向の一方が先端方向（図１の矢印Ａ１の方向）であり、長手軸Ｃに平
行な方向の他方が基端方向（図１の矢印Ａ２の方向）である。
【００１４】
　図１及び図２に示すように、走査内視鏡装置１は、走査内視鏡２を備える。走査内視鏡
２は、長手軸Ｃに沿って延設される挿入部３と、挿入部３より基端方向側に設けられる保
持部５と、を備える。保持部５には、ユニバーサルコード６の一端が接続されている。ユ
ニバーサルコード６の他端は、制御ユニット７に接続されている。制御ユニット７は、表
示部であるモニタ８に電気的に接続されている。
【００１５】
　図３は、走査内視鏡２の挿入部３の先端部の構成を示す図である。図４は、走査内視鏡
２の挿入部３において、アクチュエータ部３１（後述する）より基端方向側の部位の構成
を示す図である。図２乃至図４に示すように、走査内視鏡装置１は、挿入部３の内部に長
手軸Ｃに沿って延設される光ファイバー１１を備える。光ファイバー１１は、保持部５の
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内部、及び、ユニバーサルコード６の内部を通って、制御ユニット７の光生成部１５に光
学的に接続されている。また、光ファイバー１１は、光ファイバー１１の先端Ｅ１が位置
する先端側ファイバー部１２と、先端側ファイバー部１２より基端方向側に位置する基端
側ファイバー部１３と、を備える。
【００１６】
　光ファイバー１１の先端Ｅ１より先端方向側には、レンズ光学系２１が設けられている
。レンズ光学系２１の光軸は、長手軸Ｃと一致している。レンズ光学系２１は、第１のレ
ンズ２２と、第１のレンズ２２より先端方向側に設けられる第２のレンズ２３と、を備え
る。第１のレンズ２２は、第１のレンズ枠２５に固定されている。また、第２のレンズ２
３は、第２のレンズ枠２６に固定されている。第１のレンズ枠２５及び第２のレンズ枠２
６は、金属等の光透過性の低い材料から形成され、第１のレンズ枠２５は第２のレンズ枠
２６に固定されている。
【００１７】
　また、挿入部３の内部には、アクチュエータ部３１が設けられている。アクチュエータ
部３１は、基端側ファイバー部１３より先端方向側に位置している。図５は、図３のＶ－
Ｖ線断面図である。アクチュエータ部３１は、長手軸Ｃに垂直なＸ方向（図５の矢印Ｘの
方向）の超音波振動を発生させる圧電素子３２Ａ，３２Ｂと、長手軸Ｃに垂直、かつ、Ｘ
方向に垂直なＹ方向（図５の矢印Ｙの方向）に超音波振動を発生させる圧電素子３２Ｃ，
３２Ｄと、を備える。それぞれの圧電素子３２Ａ～３２Ｄには、対応する電気配線３３Ａ
～３３Ｄの一端が接続されている。例えば、圧電素子３２Ａには、電気配線３３Ａの一端
が接続されている。それぞれの電気配線３３Ａ～３３Ｄは、保持部５の内部、及び、ユニ
バーサルコード６の内部を通って、制御ユニット７の駆動電流供給部３５に他端が接続さ
れている。
【００１８】
　圧電素子３２Ａ～３２Ｄは、フェルール４１の外周部に固定されている。フェルール４
１は、金属等の導電性を有する材料から形成されている。光ファイバー１１の先端側ファ
イバー部１２は、フェルール４１の内部に挿通された状態で、フェルール４１に取付けら
れている。フェルール４１には、電気配線３９の一端が接続されている。電気配線３９は
、保持部５の内部、及び、ユニバーサルコード６の内部を通って、制御ユニット７の駆動
電流供給部３５に他端が接続されている。電気配線３９は、圧電素子３２Ａ～３２Ｄのグ
ランド線となる。電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９により、アクチュエータ部３１に駆動電
流が供給される。
【００１９】
　フェルール４１には、ホルダー４２が固定されている。フェルール４１とホルダー４２
との間は、電気的に接続されている。ホルダー４２には、長手軸Ｃに沿ってホルダー４２
を貫通する孔状部４３Ａ～４３Ｄが形成されている。それぞれの電気配線３３Ａ～３３Ｄ
は、対応する孔状部４３Ａ～４３Ｄに挿通されている。例えば電気配線３３Ａは、孔状部
４３Ａに挿通されている。なお、電気配線３３Ａ～３３Ｄとホルダー４２との間は、電気
的接触は防止されている。
【００２０】
　ホルダー４２には、筒状の接続部材４５が固定されている。接続部材４５の内部に、ア
クチュエータ部３１が収容されている。また、接続部材４５には、筒状部材４７が固定さ
れている。筒状部材４７の内部に、光ファイバー１１の先端側ファイバー部１２の先端Ｅ
１が収容されている。筒状部材４７は、第２のレンズ枠２６に固定されている。接続部材
４５及び筒状部材４７は、金属等の光透過性の低い材料から形成されている。
【００２１】
　光ファイバー１１の外周方向側には、複数のライトガイド５１が設けられている。ライ
トガイド５１は、挿入部３の先端面から長手軸Ｃに沿って、延設されている。そして、ラ
イトガイド５１は、保持部５の内部、及び、ユニバーサルコード６の内部を通って、制御
ユニット７の光検出部５５に光学的に接続されている。ライトガイド５１は、第１のレン
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ズ枠２５、第２のレンズ枠２６、接続部材４５及び筒状部材４７より外周方向側に、位置
している。
【００２２】
　また、走査内視鏡２の挿入部３では、光ファイバー１１及びライトガイド５１の外周方
向側に外皮チューブ５２が設けられている。外皮チューブ５２により、走査内視鏡２の外
表面の一部が形成されている。また、挿入部３では、外皮チューブ５２の内部に、ライト
ガイド５１が内蔵されている。外皮チューブ５２は、樹脂材料から形成され、肉厚が薄い
。このため、外皮チューブ５２では、光透過性が高い。また、外皮チューブ５２の肉厚が
薄くなることにより、挿入部３の細径化が実現される。
【００２３】
　図２に示すように、制御ユニット７は、画像を生成する処理を行う画像プロセッサ等の
画像処理部６１と、制御ユニット７全体を制御する中央制御部６２と、を備える。画像処
理部６１は、モニタ８に電気的に接続されている。また、制御ユニット７は、制御ユニッ
ト７全体に電力を供給するバッテリー等の電源６３と、メモリ６５と、を備える。メモリ
６５には、光生成部１５、駆動電流供給部３５、光検出部５５に関する各種のスペック情
報、中央制御部６２で行われる計算処理のプログラム等が記録されている。また、走査内
視鏡２の保持部５の内部には、メモリ６７が設けられている。メモリ６７は、制御ユニッ
ト７の中央制御部６２に電気的に接続されている。メモリ６７には、走査内視鏡２に関す
る各種のスペック情報等が記録されている。
【００２４】
　ここで、走査内視鏡装置１により被写体を走査し、被写体の画像を生成する構成につい
て説明する。光生成部１５は、例えば３つ光源１６Ａ～１６Ｃと、合波部１７と、を備え
る。それぞれの光源１６Ａ～１６Ｃからの光の出射状態は、中央制御部６２により制御さ
れている。光源１６Ａ～１６Ｃは、互いに対して異なる波長帯域の光を出射する。例えば
、光源１６Ａは赤（Ｒ）の波長帯域の光を、光源１６Ｂは緑（Ｇ）の波長帯域の光を、光
源１６Ｃは青（Ｂ）の波長帯域の光を、出射する。そして、合波部１７により、光源１６
Ａ～１６Ｃから出射された光が合波され、白色の照射光が形成される。
【００２５】
　合波された照射光は、光ファイバー１１により基端方向から先端方向に導光される。そ
して、光ファイバー１１（先端側ファイバー部１２）の先端Ｅ１から、導光された照射光
が出射される。光ファイバー１１の先端Ｅ１から出射した照射光は、レンズ光学系２１に
より被写体に集光される。被写体では、レンズ光学系２１により１つの集光位置（スポッ
ト）に照射光が集光される。
【００２６】
　駆動電流供給部３５は、駆動信号発生部３６と、４つのＤ／Ａ（デジタル／アナログ）
変換部３７Ａ～３７Ｄと、アンプ３８と、を備える。駆動信号発生部３６は、それぞれの
圧電素子３２Ａ～３２Ｄで超音波振動を発生させるデジタル駆動信号を生成し、対応する
Ｄ／Ａ変換部３７Ａ～３７Ｄに出力する。例えば、圧電素子３２Ａで超音波振動を発生さ
せるデジタル駆動信号は、Ｄ／Ａ変換部３７Ａに出力される。駆動信号発生部３６からの
それぞれのデジタル駆動信号の出力状態は、中央制御部６２により制御されている。
【００２７】
　それぞれのＤ／Ａ変換部３７Ａ～３７Ｄでは、デジタル駆動信号が駆動電流に変換され
る。そして、それぞれのＤ／Ａ変換部３７Ａ～３７Ｄからの駆動電流は、アンプ３８で増
幅され、対応する電気配線３３Ａ～３３Ｄを通して対応する圧電素子３２Ａ～３２Ｄに供
給される。例えば、Ｄ／Ａ変換部３７Ａからの駆動電流は、電気配線３３Ａを通して圧電
素子３２Ａに供給される。圧電素子３２Ａ，３２Ｂに駆動電流が供給されることにより、
Ｘ方向への超音波振動が発生する。圧電素子３２Ｃ，３２Ｄに駆動電流が供給されること
により、Ｙ方向への超音波振動が発生する。アクチュエータ部３１の圧電素子３２Ａ～３
２Ｄによって発生した超音波振動は、光ファイバー１１の先端側ファイバー部１２に伝達
される。これにより、先端側ファイバー部１２が駆動される。
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【００２８】
　先端側ファイバー部１２が駆動されることにより、光ファイバー１１（先端側ファイバ
ー部１２）の先端Ｅ１は、長手軸Ｃに垂直な略平面上を移動する。光ファイバー１１の先
端Ｅ１の移動状態は、駆動信号発生部３６でのそれぞれのデジタル駆動信号の出力を制御
することにより、調整される。ある一例として、図６に示すように、光ファイバー１１の
先端Ｅ１は、長手軸Ｃに垂直な略平面上を螺旋状に移動する状態に調整される。光ファイ
バー１１の先端Ｅ１が移動することにより、光ファイバー１１の先端Ｅ１からの照射光の
出射位置が経時的に変化する。このため、被写体でのレンズ光学系２１による照射光の集
光位置が経時的変化する。ここで、略平面上を移動するとは、光ファイバー１１の先端Ｅ
１が厳密には平面上を移動するとは限らないが、平面上を移動するとみなせる程度に長手
軸Ｃに平行な方向についての光ファイバー１１の先端Ｅ１の移動量が小さいことを意味し
ている。
【００２９】
　被写体の集光位置に照射された照射光は、集光位置で反射する。そして、ライトガイド
５１が、集光位置で反射した反射光を経時的に受光する。ライトガイド５１により受光さ
れた反射光は、ライトガイド５１によって先端方向から基端方向に導光される。そして、
ライトガイド５１によって、光検出部５５まで導光される。
【００３０】
　光検出部５５は、分波部５６と、３つの光強度検出部５７Ａ～５７Ｃと、３つのＡ／Ｄ
（アナログ／デジタル）変換部５８Ａ～５８Ｃと、を備える。分波部５６は、ダイクロイ
ックミラー等であり、ライトガイド５１によって導光された反射光を互いに対して異なる
３つ波長帯域の光に分波する。例えば、赤（Ｒ）の波長帯域の第１の分光、緑（Ｇ）の波
長帯域の第２の分光、及び、青（Ｂ）の波長帯域の第３の分光に、導光された反射光を分
波する。
【００３１】
　そして、第１の分光は光強度検出部５７Ａに導光され、光強度検出部５７Ａにより第１
の分光の強度が検出される。そして、第１の分光の強度に基づく物理量の電流がＡ／Ｄ変
換部５８Ａに出力され、Ａ／Ｄ変換部５８Ａで電流がデジタル信号に変換される。そして
、第１の分光の強度に基づく情報を示すデジタル信号が、中央制御部６２に伝達される。
光強度検出部５７Ｂ及びＡ／Ｄ変換部５８Ｂでは、光強度検出部５７Ａ及びＡ／Ｄ変換部
５８Ａと同様にして、第２の分光の強度が検出される。そして、第２の分光の強度に基づ
く情報を示すデジタル信号が、中央制御部６２に伝達される。また、光強度検出部５７Ｃ
及びＡ／Ｄ変換部５８Ｃでは、光強度検出部５７Ａ及びＡ／Ｄ変換部５８Ａと同様にして
、第３の分光の強度が検出される。そして、第３の分光の強度に基づく情報を示すデジタ
ル信号が、中央制御部６２に伝達される。以上のようにして、光検出部５５では、ライト
ガイド５１により導光された反射光の種類及び強度が、経時的に検出される。
【００３２】
　すなわち、走査内視鏡装置１で被写体の観察を行う際には、被写体での照射光の集光位
置が経時的に変化する。そして、経時的に変化する集光位置から反射する反射光の種類及
び強度を、光検出部５５が経時的に検出している。これにより、被写体の走査（scanning
）が行われる。
【００３３】
　中央制御部６２は、被写体でのレンズ光学系２１による照射光の集光位置を経時的に検
出する集光位置検出部６９を備える。集光位置検出部６９は、走査内視鏡２のスペック情
報、制御ユニット７のスペック情報、及び、駆動信号発生部３６からのデジタル駆動信号
に基づいて、被写体での照射光の集光位置を検出する。すなわち、駆動電流供給部３５か
らアクチュエータ部３１に供給される駆動電流に基づいて、被写体での照射光の集光位置
が検出される。
【００３４】
　画像処理部６１は、経時的に検出された集光位置、及び、経時的に検出された反射光の
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種類及び強度に基づいて、被写体の画像を生成する。そして、生成された画像は、モニタ
８に表示される。
【００３５】
　図７は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線断面図である。図４及び図７に示すように、挿入部３
の内部では、径方向について光ファイバー１１の基端側ファイバー部１３と外皮チューブ
５２との間に、充填部材７１が充填されている。充填部材７１は、挿入部３においてアク
チュエータ部３１より基端方向側の部位に、充填されている。充填部材７１は、黒色であ
り、シリコーン等の樹脂材料から形成されている。充填部材７１により、ある１つの方向
へ指向性を有するビーム光が、吸収される。すなわち、充填部材７１は、ビーム光を吸収
する光吸収部となる。ビーム光が吸収されることにより、ある１つの方向へ指向性を有す
るビーム光の指向性が低減される。すなわち、充填部材７１は、ビーム光の指向性を低減
する指向性低減部となる。
【００３６】
　図８は、挿入部３の製造方法を示す図である。図８に示すように、挿入部３を製造する
際には、光ファイバー１１、レンズ光学系２１、アクチュエータ部３１、ライトガイド５
１等の内蔵部材を、ジグ７２を用いて、外皮チューブ５２の内部に挿入する。この際、ジ
グ７２によって、光ファイバー１１等の内蔵物は、外皮チューブ５２の内部を基端方向か
ら先端方向に移動する。そして、内蔵物の外皮チューブ５２の内部への挿入を行いながら
、径方向について基端側ファイバー部１３と外皮チューブ５２との間に、充填部材７１が
充填される。充填部材７１の充填は、注射器７３により、行われる。
【００３７】
　次に、走査内視鏡装置１の作用について説明する。走査内視鏡装置１を用いて前述のよ
うに被写体の走査を行う際には、光ファイバー１１の基端側ファイバー部１３が破損する
ことがある。この場合、基端側ファイバー部１３の破損箇所から、照射光がある１つの方
向へ指向性を有するビーム光として出射される。ここで、径方向について基端側ファイバ
ー部１３と外皮チューブ５２との間には、充填部材７１が充填されている。このため、あ
る１つの方向へ指向性を有するビーム光が基端側ファイバー部１３から出射された場合で
も、充填部材（光吸収部）７１によって、ビーム光が吸収される。これにより、ビーム光
の指向性が低減される。充填部材（指向性低減部）７１によってビーム光の指向性が低減
されることにより、外皮チューブ５２の外周方向側への高強度のビーム光の出射が有効に
防止される。また、充填部材７１を設けることにより、外皮チューブ５２の肉厚を厚くす
る必要はない。
【００３８】
　前述のように、本実施形態の走査内視鏡装置１では、外皮チューブ５２の肉厚を厚くす
ることなく、基端側ファイバー部１３から出射されるビーム光の指向性を有効に低減する
ことができる。
【００３９】
　（第１の実施形態の変形例）　
　なお、第１の実施形態では、充填部材７１によりビーム光が吸収されるが、これに限る
ものではない。例えば、第１の変形例として図９に示すように、充填部材７１が設けられ
なくてもよい。図９は、挿入部３の基端側ファイバー部１３を通る、長手軸Ｃに垂直な断
面を示す図である。本変形例でも、第１の実施形態と同様に、光ファイバー１１、電気配
線３３Ａ～３３Ｄ，３９、及び、複数のライトガイド５１が設けられている。
【００４０】
　電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９及びライトガイド５１は、径方向について光ファイバー
１１の基端側ファイバー部１３と外皮チューブ５２との間に、密に配置されている。本変
形例では、それぞれのライトガイド５１の外表面に、コーティング処理によって、コーテ
ィング部７５が形成されている。また、それぞれの電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９には、
被覆部材７６が被覆されている。コーティング部７５及び被覆部材７６は、黒色である。
【００４１】
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　本変形例では、基端側ファイバー部１３の破損箇所から照射光がある１つの方向へ指向
性を有するビーム光として出射される場合、コーティング部７５及び被覆部材７６により
、ビーム光が吸収される。すなわち、コーティング部７５及び被覆部材７６は、ビーム光
を吸収する光吸収部となる。ビーム光が吸収されることにより、ある１つの方向へ指向性
を有するビーム光の指向性が低減される。すなわち、コーティング部７５及び被覆部材７
６は、ビーム光の指向性を低減する指向性低減部となる。コーティング部７５及び被覆部
材７６は、径方向について基端側ファイバー部１３と外皮チューブ５２との間に設けられ
ている。
【００４２】
　（第２の実施形態）　
　次に、本発明の第２の実施形態について、図１０及び図１１を参照して説明する。なお
、第１の実施形態と同一の部分及び同一の機能を有する部分については同一の符号を付し
て、その説明は省略する。
【００４３】
　本実施形態でも、第１の実施形態と同様に、光ファイバー１１、アクチュエータ部３１
、電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９、及び、複数のライトガイド５１が設けられている。図
１０は、ある１つのライトガイド５１の構成を示す図である。なお、図１０では、１つの
ライトガイド５１の構成についてのみ示しているが、その他のライトガイド５１について
も同様の構成である。
【００４４】
　図１０に示すように、それぞれのライトガイド５１は、コア（core）８１と、クラッド
（clad）８２と、を備える。それぞれのライトガイド５１のクラッド８２の外表面には、
凸凹状の凸凹表面部８３が形成されている。凸凹表面部８３は、例えば、クラッド８２と
同一の材料から形成されるガラス粉を、クラッド８２の外表面に付着させることにより、
形成される。
【００４５】
　走査内視鏡装置１を用いて前述のように被写体の走査を行う際には、光ファイバー１１
の基端側ファイバー部１３が破損することがある。この場合、基端側ファイバー部１３の
破損箇所から、照射光がある１つの方向へ指向性を有するビーム光として出射される。図
１１は、凸凹表面部８３の作用を説明する図である。本変形例では、径方向について基端
側ファイバー部１３と外皮チューブ５２との間に複数のライトガイド５１が設けられ、そ
れぞれのライトガイド５１の外表面に凸凹表面部８３が形成されている。このため、図１
１に示すように、ある１つの方向へ指向性を有するビーム光が基端側ファイバー部１３か
ら出射された場合でも、凸凹表面部８３によって、ビーム光が乱反射され、ビーム光が散
乱される。すなわち、凸凹表面部８３が、ビーム光を散乱する光散乱部となる。ビーム光
が散乱されることにより、ある１つの方向へ指向性を有するビーム光の指向性が低減され
る。すなわち、凸凹表面部８３が、ビーム光の指向性を低減する指向性低減部となる。
【００４６】
　凸凹表面部８３によってビーム光の指向性が低減されることにより、外皮チューブ５２
の外周方向側への高強度のビーム光の出射が有効に防止される。また、凸凹表面部８３を
設けることにより、外皮チューブ５２の肉厚を厚くする必要はない。前述のように、本実
施形態の走査内視鏡装置１では、外皮チューブ５２の肉厚を厚くすることなく、基端側フ
ァイバー部１３から出射されるビーム光の指向性を有効に低減することができる。
【００４７】
　（第２の実施形態の変形例）　
　なお、第２の実施形態では、凸凹表面部８３によりビーム光が散乱されるが、これに限
るものではない。例えば、第２の変形例として図１２に示すように、凸凹表面部８３が設
けられなくてもよい。図１２は、挿入部３の基端側ファイバー部１３を通る、長手軸Ｃに
垂直な断面を示す図である。本変形例でも、第２の実施形態と同様に、光ファイバー１１
及び複数のライトガイド５１が設けられている。
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【００４８】
　本変形例では、径方向について光ファイバー１１の基端側ファイバー部１３と外皮チュ
ーブ５２との間に、充填部材８５が充填されている。充填部材８５は、シリコーン等の樹
脂部材８６に、ガラス粉、金属粉等の粉状の反射部材８７を混合して形成されている。挿
入部３の製造時において、第１の実施形態の充填部材７１と同様にして、充填部材８５は
充填される（図８参照）。
【００４９】
　本変形例では、基端側ファイバー部１３の破損箇所から照射光がある１つの方向へ指向
性を有するビーム光として出射される場合、反射部材８７により、ビーム光が散乱される
。すなわち、反射部材８７は、ビーム光を散乱する光散乱部となる。ビーム光が散乱され
ることにより、ある１つの方向へ指向性を有するビーム光の指向性が低減される。すなわ
ち、反射部材８７は、ビーム光の指向性を低減する指向性低減部となる。
【００５０】
　また、充填部材８５の樹脂部材８６が黒色の場合、第１の実施形態の充填部材７１と同
様にして、樹脂部材８６によりビーム光が吸収される。この場合、樹脂部材８６は、光吸
収部となり、指向性低減部となる。
【００５１】
　また、図１３に示す第３の変形例においても、凸凹表面部８３が設けられていない。図
１３は、挿入部３の基端側ファイバー部１３を通る、長手軸Ｃに平行な断面を示す図であ
る。本変形例では、外皮チューブ５２の内周部に散乱層８９が設けられている。散乱層８
９は、例えば、外皮チューブ５２の内周部を砂面処理すること、又は、外皮チューブ５２
の内周部に散乱微粒子を塗布することにより、形成される。散乱層８９は、径方向につい
て光ファイバー１１の基端側ファイバー部１３と外皮チューブ５２との間に、位置してい
る。
【００５２】
　本変形例では、基端側ファイバー部１３の破損箇所から照射光がある１つの方向へ指向
性を有するビーム光として出射される場合、散乱層８９により、ビーム光が散乱される。
すなわち、散乱層８９は、ビーム光を散乱する光散乱部となる。ビーム光が散乱されるこ
とにより、ある１つの方向へ指向性を有するビーム光の指向性が低減される。すなわち、
散乱層８９は、ビーム光の指向性を低減する指向性低減部となる。
【００５３】
　（第３の実施形態）　
　次に、本発明の第３の実施形態について、図１４を参照して説明する。なお、第１の実
施形態又は第２の実施形態と同一の部分及び同一の機能を有する部分については同一の符
号を付して、その説明は省略する。
【００５４】
　図１４は、挿入部３の基端側ファイバー部１３を通る、長手軸Ｃに垂直な断面を示す図
である。図１４に示すように、本実施形態でも、第１の実施形態と同様に、光ファイバー
１１、アクチュエータ部３１、電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９、及び、複数のライトガイ
ド５１が設けられている。そして、第２の実施形態と同様に、それぞれのライトガイド５
１の外表面に、凸凹表面部８３が形成されている。
【００５５】
　本実施形態では、ライトガイド５１より内周方向側に、電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９
が位置している。電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９は筒状に編まれ、配線筒状部９１を形成
している。これにより、基端側ファイバー部１３が、配線筒状部９１（電気配線３３Ａ～
３３Ｄ，３９）によって囲まれる。
【００５６】
　配線筒状部９１の内周部には、移動規制部９２が設けられている。電気配線３３Ａ～３
３Ｄ，３９によって基端側ファイバー部１３が囲まれているため、移動規制部９２は、基
端側ファイバー部１３を囲む状態で、基端側ファイバー部１３の外周方向側に設けられて
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いる。移動規制部９２により、基端側ファイバー部１３の径方向への移動範囲が規制され
る。すなわち、基端側ファイバー部１３の電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９より外周方向側
への移動が、規制される。
【００５７】
　移動規制部９２は、外皮チューブ５２より内周方向側に位置している。したがって、基
端側ファイバー部１３が破損した場合でも、基端側ファイバー部１３の破損箇所の、移動
規制部９２（電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９）より外周方向側への移動が規制される。し
たがって、基端側ファイバー部１３の破損箇所の、外皮チューブ５２より外周方向側への
移動が有効に防止される。これにより、外皮チューブ５２の外周方向側への高強度のビー
ム光の出射を、さらに有効に防止することができる。
【００５８】
　（参照例）　
　また、図１５及び図１６に示す第１の参照例では、電気配線３３Ａ～３３Ｄ，３９が設
けられていない。代わりに、４つのシールド線１０１Ａ～１０１Ｄが設けられている。そ
れぞれのシールド線１０１Ａ～１０１Ｄは、保持部５の内部、及び、ユニバーサルコード
６の内部を通って、制御ユニット７の駆動電流供給部３５（図２参照）に基端が接続され
ている。
【００５９】
　シールド線１０１Ａは、芯線１０２Ａと、芯線１０２Ａに被覆される芯線被覆部１０３
Ａと、芯線被覆部１０３Ａに被覆されるシールド１０５Ａと、シールド１０５Ａに被覆さ
れるシールド被覆部１０６Ａと、を備える。芯線１０２Ａ及びシールド１０５Ａは導電材
料から形成されている。芯線被覆部１０３Ａ及びシールド被覆部１０６Ａは、絶縁材料か
ら形成されている。その他のシールド線１０１Ｂ～１０１Ｄのそれぞれについても、シー
ルド線１０１Ａと同様に、芯線１０２Ｂ～１０２Ｄ、芯線被覆部１０３Ｂ～１０３Ｄ、シ
ールド１０５Ｂ～１０５Ｄ、及び、シールド被覆部１０６Ｂ～１０６Ｄが設けられている
。
【００６０】
　それぞれの芯線１０２Ａ～１０２Ｄ及びそれぞれの芯線被覆部１０３Ａ～１０３Ｄは、
ホルダー４２の対応する孔状部４３Ａ～４３Ｄに挿通されている。例えば、芯線１０２Ａ
及び芯線被覆部１０３Ａは、孔状部４３Ａに挿通されている。そして、それぞれの芯線１
０２Ａ～１０２Ｄの先端は、対応する圧電素子３２Ａ～３２Ｄに接続されている。例えば
、芯線１０２Ａの先端は、圧電素子３２Ａに接続されている。
【００６１】
　それぞれのシールド１０５Ａ～１０５Ｄは、対応する孔状部４３Ａ～４３Ｄに挿入され
ている。そして、それぞれのシールド１０５Ａ～１０５Ｄの先端は、対応する孔状部４３
Ａ～４３Ｄで、ホルダー４２に接続されている。フェルール４１とホルダー４２との間は
、電気的に接続されている。したがって、本参照例では、シールド１０５Ａ～１０５Ｄは
、圧電素子３２Ａ～３２Ｄのグランド線となる。前述のように、アクチュエータ部３１へ
の駆動電流の供給にシールド線１０１Ａ～１０１Ｄが用いられることにより、電気配線３
３Ａ～３３Ｄ、３９が用いる場合に比べ、電磁環境両立性（ＥＭＣ：electromagnetic co
mpatibility）が向上する。
【００６２】
　また、電気配線３３Ａ～３３Ｄ、３９の代わりにシールド線１０１Ａ～１０１Ｄを用い
た構成として、図１７及び図１８に示す第２の参照例がある。本参照例でも、第１の参照
例と同様に、それぞれの芯線１０２Ａ～１０２Ｄ及びそれぞれの芯線被覆部１０３Ａ～１
０３Ｄは、ホルダー４２の対応する孔状部４３Ａ～４３Ｄに挿通されている。そして、そ
れぞれの芯線１０２Ａ～１０２Ｄの先端は、対応する圧電素子３２Ａ～３２Ｄに接続され
ている。
【００６３】
　本参照例では、ホルダー４２に、孔状部４３Ａ～４３Ｄに加えて、２つの孔状部１０８
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Ａと孔状部４３Ｃとの間に位置している。孔状部１０８Ａには、シールド１０５Ａ，１０
５Ｃが挿入されている。そして、それぞれのシールド１０５Ａ，１０５Ｃの先端は、孔状
部１０８Ａで、ホルダー４２に接続されている。また、孔状部１０８Ｂは、長手軸回り方
向について孔状部４３Ｂと孔状部４３Ｄとの間に位置している。孔状部１０８Ｂには、シ
ールド１０５Ｂ，１０５Ｄが挿入されている。そして、それぞれのシールド１０５Ｂ，１
０５Ｄの先端は、孔状部１０８Ｂで、ホルダー４２に接続されている。
【００６４】
　本参照例でも、シールド１０５Ａ～１０５Ｄは、圧電素子３２Ａ～３２Ｄのグランド線
となる。前述のように、アクチュエータ部３１への駆動電流の供給にシールド線１０１Ａ
～１０１Ｄが用いられることにより、電気配線３３Ａ～３３Ｄ、３９が用いる場合に比べ
、電磁環境両立性（ＥＭＣ）が向上する。
【００６５】
　以上、本発明の実施形態及び変形例について説明したが、本発明は前述の実施形態及び
変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変形ができる
ことは勿論である。
【要約】
　走査内視鏡装置は、基端方向から先端方向に導光された照射光を先端から出射する光フ
ァイバーであって、前記先端が位置する先端側ファイバー部と、前記先端側ファイバー部
より前記基端方向側に位置する基端側ファイバー部と、を備える光ファイバーと、前記基
端側ファイバー部より前記先端方向側に位置するアクチュエータ部と、を備える。前記走
査内視鏡装置は、径方向について前記基端側ファイバー部と外皮チューブとの間に設けら
れ、ある１つの方向へ指向性を有するビーム光の前記指向性を低減する指向性低減部を備
える。

【図１】 【図２】



(13) JP 5475204 B1 2014.4.16

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(14) JP 5475204 B1 2014.4.16

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】



(15) JP 5475204 B1 2014.4.16

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100158805
            弁理士　井関　守三
(74)代理人  100172580
            弁理士　赤穂　隆雄
(74)代理人  100179062
            弁理士　井上　正
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(72)発明者  安久井　伸章
            日本国東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  酒井　悠次
            日本国東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内

    審査官  原　俊文

(56)参考文献  特開２００８－１０００５７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６２－１３８８２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－１２１３３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００２－５００７６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２１７８３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－０００３６４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２８４２６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１６２０８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００９－５１６５６８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００　　　　
              Ｇ０２Ｂ　　２３／２６　　　　



专利名称(译) 扫描内窥镜设备

公开(公告)号 JP5475204B1 公开(公告)日 2014-04-16

申请号 JP2013540171 申请日 2013-03-28

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

当前申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 安久井伸章
酒井悠次

发明人 安久井 伸章
酒井 悠次

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/26

CPC分类号 G02B26/103 G02B23/2423 G02B23/2469 A61B1/07 A61B5/0062 A61B5/0084 G02B23/26 A61B1
/00045 A61B1/00032 A61B1/0011 A61B1/0646 A61B1/0017 A61B1/0002 A61B1/04 A61B1/00009 
A61B1/00172 A61B1/00096

FI分类号 A61B1/00.300.D A61B1/00.300.U G02B23/26.B

代理人(译) 中村诚
河野直树
井上 正
冈田隆

优先权 2012124894 2012-05-31 JP

其他公开文献 JPWO2013179754A1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

扫描内窥镜装置是从顶端，位于顶端的顶端纤维部，以及从顶端纤维部
向基端发射从近端方向朝向顶端方向引导的照射光的光纤。 光纤具有比
基端纤维部位于方向侧的基端纤维部和位于基端方向侧的致动器部。 扫
描内窥镜装置在径向上在基端侧纤维部与外管之间设置有指向性降低
部，该指向性降低部用于使具有一定方向性的光束的指向性降低。 准备

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/1d5a34d1-57dc-46a6-8971-cb89b8443b4d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/049672962/publication/JP5475204B1?q=JP5475204B1

